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ペルフルオロオクタン酸（CAS no. 335-67-1） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ペルフルオロオクタン酸の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、比較的

高濃度で魚類の内分泌系への影響及びほ乳類の生殖への影響、発達への影響及び甲状腺への影響を

示すことが示唆され、試験管内試験において、エストロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用及び抗

甲状腺ホルモン様作用を持つことが示唆され、また、疫学的調査において母親血清中ペルフルオロ

オクタン酸濃度と妊娠までの所要期間との正の相関及び不妊との正の相関が認められた。 

 

(１)生態影響 

 Oakes ら(2004)によって、ペルフルオロオクタン酸 0.3、１、30、100mg/L に 39 日間ばく露し

た雌雄ファットヘッドミノー(Pimephales promelas)への影響が検討されている。その結果とし

て、1mg/L 以上のばく露区で雌雄の血漿中テストステロン濃度の低値、雄血漿中 11-ケトテス

トステロン濃度の低値、１mg/Lのばく露区で雄肝臓相対重量の高値、１、30mg/Lのばく露区

で雌肝臓中脂肪酸アシル-CoA オキシダーゼ比活性の低値、30mg/L 以上のばく露区で雌血漿

17β-エストラジオール濃度の低値、初排卵に至るまでの所要日数の遅延、100mg/Lのばく露区

で雄肝臓中 TBARS (2-チオバルビタル酸反応物質)濃度の高値が認められた。 

 Wei ら(2007)によって、ペルフルオロオクタン酸３、10、30mg/L に９ヶ月齢から 28 日間ばく

露した雌雄レアミノー(Gobiocypris rarus)への影響が検討されている。その結果として、３mg/L

以上のばく露区で雌雄の肝臓ビテロゲニン遺伝子発現量の高値、雌肝臓ビテロゲニン濃度の高

値、14日後の雌肝臓エストロゲン受容体 β遺伝子発現量の高値、３、10mg/Lのばく露区で雄

肝臓ビテロゲニン濃度の高値、10mg/L以上のばく露区で 14日後の雄肝臓エストロゲン受容体

β遺伝子発現量の高値が認められた。 

 Tilton ら(2008)によって、ペルフルオロオクタン酸 5、50mg/kg/day を６ヶ月間(週５日)混餌投

与した処置(10週齢時にアフラトキシン B1 0.01ppm への 30分間ばく露による発がんイニシエ

ーション)ニジマス(Oncorhynchus mykiss)稚魚への影響が検討されている。その結果として、５

mg/kg/day以上のばく露群で投与 10 週間後の肝臓絶対重量の高値、50mg/kg/dayのばく露群で

投与５日後の血漿中ビテロゲニン濃度の高値、投与６ヶ月後の腫瘍発生率高値が認められた。 

 

(２)生殖影響 

 Butenhoffら(2004)によって、ペルフルオロオクタン酸１、３、10、30mg/kg/dayを交配 70 日前

から二世代にわたって経口投与した雌雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果とし
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て、３mg/kg/day以上のばく露群で 109～120日齢雌 F1下垂体絶対重量の低値、30mg/kg/dayの

ばく露群で 21 日齢から交配までの雌 F1 発情周期回数の高値、雌 F1の膣開口日の遅延、雄 F1

の包皮分離日の遅延が認められた。 

 

(３)雄性生殖影響 

 Liu ら(1996b)によって、ペルフルオロオクタン酸 0.2、２、20、40mg/kg/dayを 12 週齢から 14

日間経口投与した雄 CD ラットへの影響が検討されている。その結果として、2mg/kg/day以上

のばく露群で血清中 17β-エストラジオール濃度の高値、肝臓ミクロソーム中アロマターゼ活性

の高値が認められた。 

 Cook ら(1992)によって、ペルフルオロオクタン酸１、10、25、50mg/kg/day を 13 週齢から 14

日間経口投与した雄 CD ラットへの影響が検討されている。その結果として、10mg/kg/day 以

上のばく露群で血清中 17β-エストラジオール濃度の高値、50mg/kg/dayのばく露群で付随性腺

絶対重量の低値、腹側精嚢絶対重量の低値が認められた。 

 Biegel ら(2001)によって、ペルフルオロオクタン酸 13.6mg/kg/day を 49 日齢から 21 ヶ月間(一

部の試験において 24ヶ月間)混餌投与した雄 CDラットへの影響が検討されている。その結果

として、肝臓相対重量の高値、肝臓 β酸化酵素活性の高値、肝臓腺腫発生率の高値、ライディ

ッヒ細胞過形成発生率の高値、ライディッヒ細胞腺腫発生率の高値、すい臓腺房細胞過形成発

生率の高値、すい臓腺房細胞腺腫発生率の高値、すい臓細胞増殖係数の高値、24 ヶ月精巣絶

対重量の高値が認められた。 

 Biegel ら(1995)によって、ペルフルオロオクタン酸 25mg/kg/day を 12～13 週齢から 15 日間経

口投与した雄 CDラットへの影響が検討されている。その結果として、血清中 17β-エストラジ

オール濃度の高値、精巣間質内液中 17β-エストラジオール濃度の高値、精巣間質内液中形質転

換増殖因子 α濃度の高値、ライディッヒ細胞のヒト絨毛性性腺刺激ホルモン誘導性テストステ

ロン産生能の高値、肝臓アロマターゼ活性の高値、精巣間質内液中テストステロン濃度の低値

が認められた。 

 

(４)発達影響 

 White ら(2009)によって、ペルフルオロオクタン酸５mg/kg/day を妊娠 15 日目から２日間経口

投与した CD-1マウスへの影響が検討されている。その結果として、29、32日齢雌新生仔の乳

腺スコアの低値が認められた。 

また、ペルフルオロオクタン酸３、５mg/kg/dayを妊娠１日目から 17日間経口投与した CD-1

マウスへの影響が検討されている。その結果として、３mg/kg/day 以上のばく露群で 22、42、

63 日齢雌新生仔の乳腺スコアの低値が認められた。 

 White ら(2007)によって、ペルフルオロオクタン酸５mg/kg/day を妊娠 12 日目から６日間経口

投与したCD-1マウスへの影響が検討されている。その結果として、20日齢新生仔体重の低値、

20 日齢雌新生仔の乳腺発達スコアの低値、出産 20日後の母動物乳腺組織中のラクトトランス

フェリン遺伝子発現量の低値、出産 10日後の母動物乳腺組織中の α-ラクトアルブミン遺伝子

発現量の低値が認められた。 

また、ペルフルオロオクタン酸５mg/kg/dayを妊娠８日目から 10日間経口投与した CD-1マ

ウスへの影響が検討されている。その結果として、出産 20日目の新生仔体重の低値、出産 20

日目の雌新生仔の乳腺発達スコアの低値、出産 10 日目の母動物の乳腺発達スコアの低値、出

産 10 日目の母動物乳腺組織中の β-カゼイン上皮細胞増殖因子(EGF)遺伝子発現量の高値、出
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産 20日目の母動物乳腺組織中のラクトトランスフェリン遺伝子発現量の低値が認められた。 

また、ペルフルオロオクタン酸 5mg/kg/day を妊娠１日目から 17 日間経口投与した CD-1 マ

ウスへの影響が検討されている。その結果として、出産 20日目の新生仔体重の低値、出産 20

日目の雌新生仔の乳腺発達スコアの低値、出産 10 日目の母動物の乳腺発達スコアの低値、出

産 10 日目の母動物乳腺組織中の上皮細胞増殖因子(EGF)遺伝子発現量の高値、出産 20 日目の

母動物乳腺組織中のラクトトランスフェリン遺伝子発現量の低値が認められた。 

 

(５)甲状腺影響 

 Butenhoff ら(2002)によって、ペルフルオロオクタン酸３、10、20～30mg/kg/day を３～９年齢

から 182 日間経口投与した雄カニクイザルへの影響が検討されている。その結果として、３

mg/kg/day 以上のばく露群で血清中総チロキシン濃度の低値、肝臓絶対重量の高値、３

mg/kg/day のばく露群で肝臓中グルコース-6-ホスファターゼ比活性の低値、10mg/kg/day 以上

のばく露群で血清中遊離チロキシン濃度の低値、20～30mg/kg/day のばく露群で血清中総トリ

ヨードチロニン濃度の低値、血清中遊離トリヨードチロニン濃度の低値、肝臓中 DNA濃度の

低値、肝臓相対重量の高値、血液中トリグリセリド濃度の高値、肝臓中コハク酸デヒドロゲナ

ーゼシアン非感受性パルミトイル CoA酸化酵素比活性の高値が認められた。 

 Martin ら(2007)によって、ペルフルオロオクタン酸 20mg/kg/dayを 11 週齢から５日間経口投与

した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、血清中コレステロール、テス

トステロン、総チロキシン及び総トリヨードチロニン濃度の低値が認められた。 

 

(６)エストロゲン様作用 

 Liu ら(1996a)によって、ペルフルオロオクタン酸 10、50μMに３日間ばく露した CD ラット精

巣ライディッヒ細胞への影響が検討されている。その結果として、10μM以上の濃度において

17β-エストラジオール分泌量の高値が認められた。 

 

(７)抗アンドロゲン様作用 

 Liu ら(1996a)によって、ペルフルオロオクタン酸 10～10,000μMに 24時間ばく露した CDラッ

ト精巣ライディッヒ細胞への影響が検討されている。その結果として、50μM以上の濃度(IC50

値 18μM)においてヒト絨毛性性腺刺激ホルモン誘導性(21 時間後に添加)テストステロン分泌

量の低値、100μM以上の濃度においてテストステロン分泌量の低値が認められた。 

 

(８)抗甲状腺ホルモン様作用 

 Weiss ら(2009)によって、ペルフルオロオクタン酸について、ヒトトランスサイレチンへの結

合阻害試験が検討されている。その結果として、ペルフルオロオクタン酸は、IC50 値 949nM

の濃度においてチロキシン 55nM のトランスサイレチン結合を阻害した。 

 

(９)疫学的調査 

 Fei ら(2009)によって、ペルフルオロオクタン酸について、デンマーク Danish National Birth 

Cohortにて 1996年３月～2002年 11月にかけて全国の妊娠初期女性(1,400名)への影響が検討

されている。その結果として、母親血清中ペルフルオロオクタン酸濃度と妊娠までの所要期

間とに有意な正の相関(p<0.01)、不妊とに有意な正の相関(p<0.001、最低濃度四分位と高濃度

四分位との比較において不妊の補正オッズ比 60～154%)が認められた。 
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